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第 九巻 第 一 號 九州帝國大學農學部學藝雑誌 昭和十五年七月

原 著

日本 に於け る細 菌寄 生 の植物 病害

(入) Bacterium Solanacearum

の新寄主植物

瀧 元 清 透

(昭和十丑年三月十一日受理)

緒 言

の寄生に因 りて起る麥凋性の病害は 各種の作物に発生 し

今 日迄自然に於ける其寄主植物及人工的に接種の結果感染 したる植物を合する時は27科100

余種(8)に及び,共 大多数 の被害植物は熱帯地方に発見 せられたるものな り。

我國にては本學教授 故中田覺五郎 博士(3)及故川上孝一郎氏(2)trcよりて既に多数の被害植物の

発見あ り,筆 者 も共後馬鈴薯 ・莱腋 ・天竺牡丹及菜豆に本病菌の寄生に因る被害あることを観

察 し從來の寄主植物に更に新らたに2科 を加へて29科 となるに至れ り。而 して上記の各植物

よりは何れ も細菌を分離 し,之 を煙草及蕃茄 より分離 したる と比

較 し共形態及生理的性質娩に寄生性の同一なることを確めた り。此等の被害植物中,馬 鈴薯及

莱藤の青枯病に就ては筆者は襲に報告(4×5}したるを以て此庭には天竺牡丹及菜豆の被害状況 及

病原細菌の性質に就て述べんとす。
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(1)天 竺牡 丹 の立枯 病

天竺牡丹には夏期 より秋期に亘 り発生する麥凋性の病害あ り,嘗 て堀正太郎博士(1)同様の病

害を調査 して青枯病の病名を附 し病原を一種の細菌の寄生に因るもの とな し,且 つ其細菌を新

種 として之に の學名を附 して発表 あ りた り。筆者は昭和

4年 以來福岡 縣下の各地に発生 せ し天竺牡丹の麥凋性の病害標本を採集 し之を観察 し居たるが

その病状は常に堀博士の青枯病の 記載と酷似 し同時に肉眼及顯微鏡的の調査の結果は

の寄生による麥凋性の病害に一致せ り。 被害部より細菌の分離を行ひたるに常
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に白色の聚落を生b,共 細菌の性質を實験するに及び同分離菌は全 く と

一致せることを知れ り。 の寄生に因る天竺牡丹の立枯病は既に北米合衆

國に於て1921年 に共発生 を認められ居るところに して,即 ち同年 は

の にて同病の発生 を観察せ り。

病徴 被害の天竺牡丹は発育 衰へて下葉より黄変 し,次 で下方め1～2葉 は乾枯 し始むるに

及び新梢部の新葉は日中麥凋 し,雨 天の際及び夜間 は恢復す。斯 く病害の初期に於て注意を惹

くこと少なき時に於ても共根部を槍する時は既に根頭部は腐朽 して之を横断する時は維策東部

は最 も早 く褐変 し,且 つ共断面より乳白色叉は汚白色の液汁を滴出す。病勢の進むに從ひ漸次

下方より上方の葉片に乾枯を及ぼ し,同 時に麥凋の度を加ふるに至る。斯かる時期には根頭部

の枯死は次第に地上に及び之を引抜 く時は根部は腐敗 し居るを以て容易に抜 くことを得べ し。

Carolina Raleigh

Bact. solanacearum

Bact. solanacearum

F. A.  WOLF"° North

第1圖

天竺牡丹立枯病(被害の初期)

第2圖

天竺牡丹立枯病(被害の末期)

細根は初めの問は1乃 至数 本の腐敗を認め他には異状 を示さy"る も末期には全然消失す。叉球

根は古 きもの より腐敗を始め途に新球に及び之を横断する時は茎 と同じく維管束部より変色 し



該部 より乳白叉は汚白色の粘液汁を漏出す。術病害の末期に至 りては球根の一部叉は全部は軟

化腐敗すること馬鈴薯の塊茎の場合に同じ。本病は六月下旬頃の氣温上昇の頃より発病 し夏期

高温の際に被害最 も甚 しく十月頃に至 りて終熔す。叉晴天績きの後に降雨あ りたる際に鍍病著

しく,連 作地に年々発病 すること等環境と発病 との關係は蕃茄の青枯病に類似す。以上の病徴

は之を堀博士記載にかかる天竺牡丹の青枯病の病徴に酷似せ り。

被害初期の茎 叉は球根を横断 し僅に褐変せる維管束部の切片を鏡検する時は導管内には細菌

の充満するを認め,叉 初期の変色せる維管束部 よりは容易に且つ殆んど純粋に細菌を分離 し得

る も普通本病の発見 さるるは既に病勢の著 しく進行 したる時なるを以て斯かる時期に於ける病

菌の分離は容易ならず,筆 者は福岡市附近の4ケ 所より採集せる材料より病菌の分離を行ぴた

るに常に例外なく を分離 し嘗て の記載に一致せ

る細菌を分離 したることなか りき。 は北米合衆國 の

に於て天竺牡丹より を分離 したるも共寄生性に就ては實験 したることな

か りき。筆者は天竺牡丹 より を分離 したる毎に共寄生性を實験 したるに

常に蕃茄 ・煙草及蕃椒には感染 し,天 竺牡丹には初め容易に感染せざ りしも後に至 り恒温糟を

用ひ土壌の温度を高めたる實験装置にて感染 し自然に於けると同様の病状を呈せ り。即ち健全

なる天竺牡丹の根頭部に天竺牡丹 より分離 したるQ純 粋培養を釧接 種 し

之を圓筒内の殺菌土壌に移植 し30。Cの 温度を保てる恒温槽に保温 し置きたるに2週間 後には

根頭部 より発病 し4週間 後には球根を侵 して維管束部を変色 し,次 で全球根を腐敗せ り。

今 と とを比較するに形態にあ りては鞭毛の着生部に於

て異な りて分類上の所屡を異にす。共他生理的性質に も著 しき差異あ りて両種 は別種の細菌な

ることは疑ふ の余地なきところな り。 は1936年(昭 和ll年)北 米にて細菌の

寄生に因る天竺牡丹の病害を観察せ り。同病害は天竺牡丹の茎の 外部 を黒変軟化する ものに し

て筆者の観察 したる青枯病と病徴の異なるのみならず,共 病原菌 は周生鞭毛

を有 し共他の性質と共に筆者の分離 したる細菌 とは異なれ り。

(2)菜豆 の 青 枯 病

菜豆には細菌の寄生に因りて起る麥凋性の病害あ り,昭 和10年6月福岡 市に発生 したる被害

苗を中田教授採集 し筆者に之が研究を委囑せられた り,依 つて筆者は共材料につ き實験を行ひ

た り。次で昭和11年6月 筆者は収穫期に達 したる菜豆の被害株を縞岡市外にて採集 せ り。同病
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の被害は何れ も小面積の観察なるを以て菜豆 栽培上に及ぼす被害の程度を算定すること能はざ

るも局部的には苗の被害大な りき。

病徴 同病の被害は初夏より夏期に亘 り発生 し,苗 にあ りては本葉1乃 至2葉 を生じたる時

に其一側の葉片より麥凋を始め,次 いで全本葉に及ぶ。顯微鏡的には此等の幼苗の本葉々柄の

第3圖 楽豆の青枯病被害株

solanacearum

基部 より発病 し,該 部の維策東内には細菌の充満す

るを認む。然れども塾の下方には維策東内に も細菌

の存在を認めざること多 し。開花後の茶豆にあ りて

は一般青枯病に見るが如 くに新葉は発病 を中止 し次

いで麥凋を始め,同 時に下葉より乾枯す。被害の進

行するに從ひ葉片の麥凋は漸次度を加へ,途 には全

株の枯死を來す。被害株を抜き根部を楡するに多 く

は腐朽せ り。根頭部にあ りては維管束部は褐変 し該

部の切片を鏡槍する時は導管内に細菌の充満するを

認むること苗の場合に同じ。幼苗及び成苗の被害部

より夫々馬鈴薯寒天 を用ひて病菌の分離を行ひたる

に乳白色の聚落を生じた り。 本菌の性質は

に一致 し,菜豆 の苗及域苗に人工接

種する時は感染 して自然に於けると同様に発病 した

る外蕃茄,蕃 椒及煙草にも寄生力を有せ り。

の寄生に因 りて起る菜豆 の病害に就salanacearum
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'
ては既に北米合衆國に於て 及両 氏(9)の研究あ り。其實験結果 と

筆者の夫 とは全然一致せ り。

天竺牡丹の立枯病及菜豆 の青枯病の病原菌

天竺牡丹の立枯病及菜豆 の背枯病被害部 より分離 した る細菌は何れ も

と同一なることは概 に各被害作物毎に述べ來 りたるところなるが,筆 者は以上の病原菌と煙草

の立枯病及蕃茄の青粘病茎 より分離 したる と同一状態の下に於て形態及

生理的性質に就て比較實験を行ぴたる結果,以 上の2種 の細菌は各性質に僅かの差異を示 し全

然同一なるものを見ざるも共差は極めて小に して各性質を通ずる時は一致せ り。即ち菌腱は長

楠圓又は短稈=状に して両端圓形,箪 個 又は2個 聯結 し,大 さ1.0-2.0×0.5-0.6(天 竺牡丹及
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茶豆成苗系),1.0-2.5×0.5-0.6(菜 豆幼苗系)あ り。芽胞及包嚢を有せず,鞭 毛は菌瞳の一極

に生じ,其 敏1--2本 な り。馬鈴薯寒天上圓形,乳 白色の聚落を生じ,各 系ともに流れるもの

な し。培地の着色は各系により多少の差異あ りて菓豆成苗系は最 も黒変 す。蒸馬鈴薯(棒状)

にて泥質の聚落を生じ,初 めは白色,次 いで褐色より黒色に変 じ,菜豆 成苗系は最 も濃色に し

ゼ炭黒色となる。牛乳に於ては極めて徐々にカゼインを凝固することなくして消化 し,2乃 至

3ヶ月 後には稽褐色を帯ぶ。膠質を液化する点は各系によりて多少異なるところあ りて,天 竺

牡丹系は僅かに溶か し,楽 豆幼苗系は微に穿刺口部に限 りて溶解を示せ り。叉其寄生性は2種

の細菌は共に煙草及蕃茄より分離 したる と同一に じて相互接種により煙

草 ・蕃茄 ・天竺牡丹及菜豆に感染 して立枯病或は青枯病固有の病状 を呈 して発病 せ しめた り。

摘 要

天竺牡丹及菜豆 には高温なる夏期麥 凋性の病害を発生 することあ りて,天 竺牡丹の立枯病は

婁に堀博士によりて報告せ られたる青枯病の病徴 と一致す。何れ も維管束系の病害に して被害

部 を横断する時は維管束は変色 し,之 を鏡検する時は導管内に細菌の充満するを認む 。2種 の

細菌は煙草及蕃茄より分離 したる と共に上述の各植物に接種せ しに何れ

も寄生 して立枯病或は青枯病固有の病状を呈 して発病せ しめた り。此2種 の細菌は培養及生理

的性質を通じて何れ も に一致せ り。

以上の報告を記述 し絡るに當 り實験の御指導をいた 野きたる故中田教授 と御援助を添ふせ し

吉井助教授 に感謝の意を表す。(昭和14年12月)
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BACTERIAL PLANE  DISEaSESES IN JAPAN 

(8) ADDITIONAL NEW HOST PLANTS FOR 
   BACTERIUM SOLANACEARUM

(Resume) 

SeitO TAKIMOTO

   The wilt diseases of dahlia and beans were produced during the high 

temperature of summer. 
   The wilt diseases of dahlia is identical with the one which Dr. S. HORI 

had described previously. 

   Being the diseases of the vascular boundles, when the affected area is 
cross sectioned, discoloration of the vascular bundles is noted. When it is 

observed microscopicalIy the vessels were found to be filled with the causal 

bacterial organisms. 

   The two strains of the bacteria from . dahlia and beans respectively, 

together with the two known strains of Bacterium solanacearum isolated from 

tobacco and tomato were all cross inoculated separately into four plants 

mentioned above. Every plant showed the typical wilt symptoms. 

   The two varieties of bacteria, when compared physiologically, are 

identical with Bacterium solanacearum.


